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研究成果の概要（和文）：本研究では、西洋中世を中心として哲学史的観点から｢正義論｣を研究して、西洋中世
における｢正義論｣が決して一枚岩ではなく多様な展開があったことを明らかにしようとした。本研究メンバーの
専門領域に即して、アウグスティス、アンセルムス、アクィナス、ゴドフロワのフォンテーヌ、スコトゥス、デ
ィンスデールのヨハネス、ビュリダンらの正義論の研究を行い、さらには近現代の哲学者の正義論も適宜、検討
の対象とした。本研究メンバーによる個別の論考や学会・研究会発表の他に、2019年２月に『西洋中世の「正義
論」がもつ哲学史的意味と現代的意義に関する基礎研究』と題する冊子を作成して研究成果をまとめることがで
きた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to prove, by studying “theories of 
justice” from the viewpoint of the History of Medieval Western Philosophy, that theories of justice
 in the West during this particular period were not necessarily in monolithic solidarity but instead
 in states of independent development. The works on justice by Augustine, Anselm, Thomas Aquinas, 
Godfrey of Fontaines, Duns Scotus, Johannes de Dinsdale, and Jean Buridan have been studied 
according to the expertise of each project member. The works of modern and contemporary philosophers
 on the same topic have fittingly been explored as relevant for our study as well. Aside from the 
published discussions of each project member or presentations at academic society meetings or 
workshops, the booklet titled “The Basic Research on the Meaning of the Medieval Theory of Justice 
in the History of Western Philosophy and Its Contemporary Significance” was compiled in February 
2019 to present the project achievements.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
正義論に関する研究は多数あるが、西洋中世の正義論に特化した綜合的研究は日本国内では行われたことはな
く、また国外でも西洋中世における多様な正義論を一冊の書にまとめるような研究は従来なされていない。それ
故、2019年２月に作成した本研究に基づく報告書『西洋中世の「正義論」がもつ哲学史的意味と現代的意義に関
する基礎研究』の学術研究としての意義は大きいと考えられる。西洋中世における正義論が決して一枚岩ではな
く、西洋中世の時期にすでに多様な正義論があったことを明らかにすることにより、現代社会における｢正義｣理
解の多様性を考察する際に、哲学史視野をもって取り組むことの重要性を本研究は提示した。。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究開始当初、ロールズ、ドゥオーキン、サンデル、ヌスバム、センら正義論の研究と紹
介が活発に行われており、また日本の一般社会においても｢正義｣という語が以前にも増して流
布し始めていた。そうした中で本研究参加者は、哲学史的視点をもった正義論研究が今後より
いっそう必要になるのではないか、とくに西洋中世哲学史の観点から研究を進めることに大き
な意義があるのではないかと考えた。西洋中世哲学史上の正義論に関して個別の研究はあるも
のの、総合的な研究は国内外で見出すことができなかったからである。従来、西洋中世哲学内
部において多種多様な｢正義論｣があったことは見過ごされる傾向があったのではないという見
通しのもと、本研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、｢正義｣の議論を哲学史的観点から明らかにすることを主眼とする。しかし、従
来の多くの研究で採られてきた視点とは異なり、西洋中世哲学を視点の中心に据えて、その前
後の時代との連続面/不連続面を見渡す方法を採用する。この方法を通じて、これまで一般的に
はキリスト教の神の下での正義として画一的に取り押さえられがちであった西洋中世哲学の正
義論について、その多様で豊富な哲学的展開と、一枚岩では収まらない複雑に入り組んだ影響
関係を明らかにする。そして現代のさまざまな正義論に対する西洋中世哲学の正義論の連続面
と不連続面を考察して、正義が関わる現代の問題に対して哲学史的視点からアプローチするこ
とをめざす。 
 
３．研究の方法 
 ｢正義｣の議論を哲学史的観点から明らかにすることを主眼とする本研究では、西洋中世哲学
の視座を中心に据えて､その時代に正義がどのようなものとして理解され、またそれが古代哲学
からどのような影響関係の下で構築され、そしてどのようにして近世哲学へと受け継がれてい
ったのかを研究するにあたり、次の三つの視点から順次、研究を進めることにした。すなわち、
本研究参加者のそれぞれの専門分野に即して、(a)｢正義論の基本的な骨格｣、(b)｢正義と正し
さとの関係｣、(c)｢正義と法/共同体｣との関係｣について研究を進めた。 
 本研究メンバーを中心とする正義論研究会と、外部講師による提題を含む正義論ワークショ
ップ（公開）を開催し、西洋中世の正義論を中心として、古代や近現代のさまざまな正義論に
ついて検討を行うことを計画した。 
 
４．研究成果 
(1)西洋中世の正義論を研究する際、アリストテレスの『ニコマコス倫理学』第 5巻の｢正義論｣
について中世の哲学者・神学者は、注解や問題集という形で自らの理解や解釈を提示している。
本研究では、トマスやスコトゥスやビュリダン、その他、国内外で未紹介の西洋中世の哲学者
による、『ニコマコス倫理学』第５巻の詳細な分析の確認と紹介を行った。それにより西洋中世
の哲学者たちによって展開された同書第５巻の解釈がその詳細において大小様々に異なるもの
であり、また現代のアリストテレス解釈とも差異があることが明らかにされた。 
 
(2)正義論の基本的骨格：それぞれの担当者が取り扱う哲学者について、｢正義｣がどのような仕
組みのもとで理解され、どのような位置づけが与えられているのかを検討した。アリストテレ
スの正義論における配分的正義、矯正的正義、徳の全体としての正義といったさまざまな｢正義｣
が中世の神学者たちによって一律同様に理解されていたわけではないことが明らかにされた。
また、中世哲学においてはキリスト教的な原罪や｢義｣の問題との関わりから｢正義｣を考察する
ことが重要になる。すなわち、単に徳としての正義ではなく、理性的な被造物と神との関係を
根本的に規定するような存在論的な、そして救済論的なものとして規定されることがある。西
洋中世の哲学者たちが、アリストテレス的な正義論とキリスト教的な｢義｣の問題をどのように
調和させて自らの理論に取り込んでいるかについても確認された。 
 
(3)正義と正しさの関係：正義という概念の特性は、とりわけ古代中世から近世初頭にかけては、
思慮という個人がもつ徳が取り押さえる｢正しい理｣に関わる側面と、本来的には対他関係にお
いて成立する共同体に関わる側面を持つ。それぞれの担当において｢正しい理｣が関わる｢正し
さ｣について、また｢意志の正しさ｣についても考察した。西洋中世の哲学者・神学者内部で｢正
義―正しさ｣関係の理解に微妙な差異が存することが明らかにされ、さらに西洋中世の法学者に
よる｢正義―正しさ（正しいこと）｣の理解をも参照してこの問題を引き続き検討する必要性が
確認された。 
 
(4)正義と法/共同体との関係：他者/共同体に関わる側面から、それぞれの担当において、正義
と法/共同体はどのように関係づけられ、そしてどのように位置づけられるべきなのかを検討し
た。幾人かの分担者は、法的正義、自然法、神法、人定法との関わりからこの問題にアプロー
チを行い、一例を挙げるなら、人間関係やコミュニケーションを重視する視点の存在に到達し、
また他の分担者は正義と友愛との関わりからこの問題に取り組み、友愛が正義に関わるのは人
間が人間に対していかに自由に関わることができるのかを追求することにおいてであるという



解釈を提示するなど、それぞれの担当者が扱う哲学者による正義、法、友愛の相互連関の独自
の説明ないし理解の仕方が明らかにされた。 
 
(5) 2019年 2月に『西洋中世の「正義論」がもつ哲学史的意味と現代的意義に関する基礎研究』
と題する冊子（報告書、125頁）を作成した。この冊子には以下の論考が収められている。 
 
・吉沢一也：ソクラテスとプラトンによる「通俗的」正義への関与について 
・西村洋平：古代末期に他者への正義と友愛はどのように語られたか――エピクテトス『提要』
と新プラトン主義の解釈 
・矢内義顕：アンセルムスの（正）義論 
・山口雅広：トマス・アクィナスによる広義の正義論 
・藤本温：西洋中世の正義論―Iusと Lexから考える― 
・松根伸治：フォンテーヌのゴドフロワの正義論  
・小川量子：スコトゥスにおける正義と友愛 
・Taki Suto: Johannes de Dinsdale, Quaestiones super Librum Quintum Ethicorum, An Introduction 
・辻内宣博：法的正義から見る正義論の基底―トマス・アクィナスとジャン・ビュリダン― 
・大野岳史：初期近世道徳哲学とスピノザの正義概念 
・伊藤邦武：宇宙市民の可能性について 
 
本冊子は、正義論研究会と正義論ワークショップにおいて西洋中世の｢正義｣論について議論
を行った成果の一部であり、これらの論考を発展させて一冊の書にまとめることを計画中であ
る。 
 
(6)3年間の研究期間中に、正義論に関する研究会とワークショップを計 6回開催した。ワーク
ショップで提題を行ってくださった外部講師は、第 1回正義論ワークショップ(2017年 3月 9
日)では、川本愛氏（京都大学）と神島裕子氏（立命館大学）、第 2回正義論ワークショップ(2018
年 3月 6日)では、西村洋平氏（龍谷大学）と御子柴善之氏（早稲田大学）、第 3回ワークショ
ップ(2018年 12月 19日)では、将基面貴巳氏（ニュージーランド・オタゴ大学）である。本研
究のメンバー以外の 5名の研究者の協力を得て、｢正義｣理解に関わる多様な展開について議論
を行い、理解を深めることができた（所属は開催当時のもの）。 
 
(7)今後の展望 
 今後は各メンバーが本研究で得られた知見をもとに、｢正義｣の問題を｢愛｣や｢法｣、そして今
日の社会問題との関わり、キリスト教の義の問題との関わり、西洋中世の正義論に関わる新た
なテキストの開拓など、各自がさらなる展開を探究していく。 
 研究代表者（藤本）の展望は以下の通りである。｢正義｣についてはさまざまな理論や定義が
あり、その｢分類法｣も多様である。すなわち、｢功利主義的な正義論｣と｢義務論的な正義論｣と
いう分類や、｢正しい秩序としての正義｣と｢内在的権利としての正義｣という分け方、他にも｢目
的論的な正義｣と｢相互性による正義｣という区別もある。実に多くの｢正義｣概念がある中で、今
回の研究では主として西洋哲学史において現れる｢正義｣概念を扱った。しかし歴史を振り返る
ならば、もうひとつ忘れられてはならない重要な正義概念がある。それは｢法学者による正義概
念｣である。折しも西洋中世は大学の成立の時期であり、もとは自由七科の修辞学であった法学
が、12世紀以降目覚まし展開を遂げたことはよく知られている。西洋中世においては法学部に
属する者にとっても、神学部に属する者にとっても｢正義｣概念は誠に重要なものであった。そ
こで、｢法学者の正義論｣と｢神学者や哲学者の正義論｣という区分を立て、西洋中世の法学者と
神学者（哲学者）の相互交流（あるいは非交流）についての実態調査から、｢正義｣理解の異同
を検討する必要があることを、本研究を進めるなかで確認できた。この研究は、｢西洋中世の正
義論の研究｣（基盤研究 C、代表：藤本温）に引き継がれる。 
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